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令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 成人祝賀式開催事業 担当部 こども未来部

事業期間 平成１２年度 ～ 令和７年度以降 担当課 こども政策課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

15
展開
方向

担当係 青少年育成係

目 4 大 5 中 1予算区分 一般会計 款 10 項 5

対象
（何･誰を対象

に）

二十歳の成人

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

　各中学校から推薦された成人と公募による成人が運営委員となる運営委
員会を10回程度開催し、二十歳による成人祝賀式を企画運営する。
　運営委員会では、過去の内容を参考に、自分達でイベントの実施、記念
品の有無、交流会のあり方などを決定する。
　成年年齢が十八歳に引き下げられたが、十八歳での式典開催は、参加
者の多くが大学受験又は就職といった進路の選択に関わる極めて多忙な
時期であり、参加が困難であると考えられるため、引き続き二十歳を対象に
成人祝賀式を開催する。

【令和４年度決算】
　４，６７７千円（一般財源　４，６７７千円）
　　１２節　委託料　　4,677千円

【令和５年度当初予算】
　５，７３０千円（一般財源　５，７３０千円）
　　１２節　委託料　　5,730千円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

小牧市成人祝賀式運営委員会設置要領 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

　参加者本人が式典を人生の節目とし、あらためて成人としての自覚を持ち、家
族や友人との繋がりを確認できる機会となるよう、二十歳を対象に成人祝賀式を
開催する。
　また、成人祝賀式の企画運営については、青少年の自主性を促進するととも
に、参加者にとって魅力的な式典の開催を期待し、参加者の代表による運営委
員会にて行う。

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金 ― ― ―

予算額 5,221 5,000 5,489 5,766

その他職員（時給×時間） 0 0 0 0

事業費合計（C＝A＋B） 8,370 4,863 13,627

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 4,627 1,120 9,884 4,677

計（A） 4,627 1,120 9,884 4,677

―
その他 ― ― ― ―

0.00 0.00

5,730

対前年比 ― 24.2% 882.5% 47.3%

0.00

8,420

計（B） 3,743 3,743 3,743 3,743

人
件
費

正規職員（平均賃金） 3,743 3,743 3,743 3,743

正規職員 0.50 0.50 0.50 0.50

その他職員 0.00
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（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 15 展開方向

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

61 77 73

活
動
指
標

成人式参加人数 人
― ― ― ―

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 1,789 1,793 1,699 1,636

R5

成
果
指
標

成人式参加率 ％
71 71 71 71 71

73

―
1,789 1,793 1,699 1,636

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 4,678 2,712 8,020 5,146

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

　令和２年度（令和３年１月開催予定）の成人祝賀式は新型コロナウイルスの感
染拡大を受け、１２月に開催し、令和３年度（令和４年１月開催予定）の成人祝賀
式は予定どおり開催した。コロナウイルス感染症の感染拡大状況を鑑み、参加者
にとってより安全な状況で開催するため、交流会については中止とし、いずれも
対象中学校区ごとに開催時間を２部に分ける形で開催した。
　令和４年度（令和５年１月開催）の成人祝賀式は感染対策を徹底したうえで、コ
ロナ禍以前と同じ全中学校区が一同に会する形で開催した。
　令和３年１２月開催の成人祝賀式は２度の延期があり、また３連休ではない日
曜日に開催したこともあり、参加率が例年よりも下がっているが、それ以外は７割
程度の参加率を保っている。

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

今後の実
施内容

　新型コロナウイルスが感染拡大する以前と同様、交流会の開催を予定してい
る。
　参加者が式典を人生の節目とし、あたらめて成人としての自覚を持ち、家族や
友人との繋がりを確認できる機会となるよう、引き続き式を開催する。

事務事業評
価による額


